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図－１ 試験枠設置位置 

表－１ ケース１ 

天端部（灌水あり） 

土壌なし 土壌のみ 種子混入 

隣接枠からの

侵入土壌によ

る 土 壌 被 率

20％ 

植被率０％ 

土壌被率 70％ 

土壌残厚 

  ０～１cm 

 

植被率 1%未満 

土壌被率100％ 

土壌残厚１cm 

 

 

植被率 1%未満 

注：土壌被率は試験区の中で土壌に覆われている面

積の割合，植被率は植生に覆われている割合を

示す。 

表－１ 試験ケース 

ケース 場 所 灌水 備考 

ケース１ 天端部 あり 

ケース２ 天端部 なし 

ケース３ 法面上部 なし 

 各ケースごとに 

・土壌なし 

・土壌のみ 

・種子混入（土壌＋種 

 子）の試験枠を設ける 
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１．はじめに 

ＣＳＧ（Cemented Sand and Gravel）は現地発生材に少量のセメントを添加混合し，改良盛立材として用

いるものである。築造されたＣＳＧ構造物のうち，下流法面などがむき出しのまま築造された仮締切堤事例

（1994.11 竣工）では，コケ，草本などの植生が確認されている１）。 

本報文は，自然に緑化しているＣＳＧ構造物において，積極的に緑化を促進させるための試験結果を述べ

るものである。 

 

２．試験概要 

本試験は，1999 年６月から 10 月まで，対象ＣＳＧ

構造物の天端部及び左岸側の法面上部に植栽試験区を

設置し，観察を行った。各植栽試験区はそれぞれ土壌

なし，土壌のみ，種子混入土壌といった，図－１に示

す大きさの３枠を天端部に２組，左岸側法面の上部に

１組設けた。枠は３cm の角材で１×１ｍの方形枠とし，

土壌は枠の高さと同じ３cm とした。土壌に混入した種

子はﾔﾏﾊｷﾞ，ｽｽｷ，ﾖﾓｷﾞの３種で，これらはいずれも堤

体に自然発生した種であり，植栽試験区での生育が可

能な郷土種であるといえる。 

なお，天端部に設けた２組の試験区のうち，１組は

毎日夕方１回灌水し，もう１組は全く灌水を行わない

ものとした。 

試験は 1999 年 10 月，上記の植栽試験区において，

土の安定状況，種子の発芽，生育状況について行った。 

 

３．試験結果および考察 

3.1 天端部（灌水あり） － ケース１ 

いずれの試験区においても土壌の減衰が認められた。 

「土壌なし」の枠では，設置枠の隙間から土壌が侵入

し，それによる土壌被率が 20％認められた。「土壌のみ」

及び「種子混入」の土壌を入れた枠では，「土壌のみ」

の枠では一部残厚がなくなってしまった部分が認められ

たものの，概ね厚さ１cm 程度の土壌が残っていた。 

種子の発芽は，いずれの枠でもほとんど認められず，

種子混入枠でも１％に満たない状況であった。 
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表－２ 試験区における土壌の残存状況 

天端部（灌水なし） 

土壌なし 土壌のみ 種子混入 

隣接枠からの

侵入土壌によ

る 土 壌 被 率

５％ 

植被率０％ 

土壌被率 80％ 

土壌残厚 

 ０～0.5cm 

 

植被率０％ 

土壌被率 90％ 

土壌残厚 

 ０～0.5cm 

 

植被率１％ 

注：土壌被率は試験区の中で土壌に覆われている面

積の割合，植被率は植生に覆われている割合を

示す。 

表－３ 試験区における土壌の残存状況 

法面上部 

土壌なし 土壌のみ 種子混入 

土壌 なし 

 

植被０％ 

土壌被率 40％ 

土壌残厚 

  ０～２cm 

植被率１％ 

土壌被率 80％ 

土壌残厚 

  ２～３cm 

植被率 85％ 

注：土壌被率は試験区の中で土壌に覆われている面

積の割合，植被率は植生に覆われている割合を

示す。 

3.2 天端部（灌水なし） － ケース２ 

いずれの試験区においても土壌の減衰が認められた。 

「土壌なし」の枠では，「灌水あり」の試験枠同様，

設置枠の隙間から土壌が侵入し，それによる土壌被率が

５％認められた。「土壌のみ」及び「種子混入」の土壌

を入れた枠では概ね厚さ 0.5cm 程度の土壌が残っていた。 

種子の発芽は，種子混入枠で１％程度認められた。３

種とも発芽が認められ，根の伸長量はｽｽｷとﾖﾓｷﾞが同程度

で約５cm，ﾔﾏﾊｷﾞは伸長量が多く約 12cm あった。 

 

3.3 法面上部 

法面上部では，天端部の結果と異なる点が多かった。 

法面上部では「土壌なし」の枠では天端部と異なり，

土壌被率は認められなかった。「土壌のみ」と「種子混

入」の土壌を入れた枠では両者とも土壌被率が高く，特

に「種子混入」では 80％が 2～3cm の厚さで残っている。 

種子の発芽・植被についても天端部と異なり，85％程

度の植被が認められた。３種とも発芽が認められ，根の伸長量はｽｽｷとﾔﾏﾊｷﾞが同程度で約４cm，ﾖﾓｷﾞは約２

cm あった。ﾔﾏﾊｷﾞについては堤体部にも 1cm 程度侵入が認められた。 

 

3.4 考察 

天端部両区での土壌の安定状況は風・日射から乾燥によると思われる土壌の飛散が強く，種子の発芽状況

は，「種子混入」では１％，または，それ未満の植被率であった。天端部両区の植被率に若干ではあるが差

があり，「灌水あり」の方が植被率が低くなっている。これは，灌水時刻が晴天日の夕方であったため，熱

くなった堤体に灌水すると結果的に湯をかけたことになり，種子に対して負荷となったと考えられる。 

一方，土壌の安定状況及び種子の発芽・生育状況は，天端部と法面上部の試験区では著しい差が生じてい

ることが確認された。法面上部の「種子混入」は 85％の植被率となっており，これは，植物の根による土壌

保持力が顕著に現れたものと考えられる。 

 

４．まとめ 

今回のＣＳＧ構造物に対する緑化促進試験により，次のことがわかった。 

1)天端部では，風や日射による乾燥等により発芽後の生長が阻害され，土壌の飛散とともに生育が不可能に

なったと考えられる。 

2)灌水はやり方によって悪影響を及ぼす。 

3)法面上部では法面が斜面になっているため，風や日射による乾燥等が緩和され，発芽後も多数の個体が生

育を続けることが可能となったものと考えられる。 

4)法面上部の「種子混入」では，植物の発芽後，根が土壌を保持したものと考えられる。 

5)土壌の厚さが薄い場合でも，発芽後は根を堤体の間隙部に伸ばし，生育できる可能性がある。 

本試験は４ヶ月間の試験であり，植物の生育状況を把握するには短期間である。今後は，土壌の厚さや，

土壌の飛散を防ぐ工夫を検討しながら，経過を観察し，植物の生育状況を把握することが重要である。 
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